
◎
調
査
報
告

内

モ
ン
ゴ

ル
●

エ
レ

ン
ホ
ト
市

に
お
け

る
辺
境
貿
易

服
部
健
治

は
じ
め
に

本
報
告

は
愛
知
大
学
学
術
研
究

の
一
環
で
あ
る

「内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
に

お
け
る
辺
境
貿
易
の
役
割
」
を
考
察
す
る
た
め
に
、
初
歩
的
に
行
わ
れ
た

現
地
調
査

の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
の
動
向
と
特
色
を
解

明
す
る
う
え
で
辺
境
貿
易
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
、
ま

ず
実
態
的
に
把
握
す
る
の
が
本
現
地
調
査
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
は
二

つ
の
大
き
な
国
家
級
の
辺
境
貿
易
都
市

(中
国
語
で
口
岸
城
市
と
い
う
)
が
あ
る
。
二
連
浩
特
市

(以
下
エ
レ
ン
ホ

ト
と
称
す
)
と
満
州
里
市
で
あ
る
。
内
モ
ン
ゴ
ル
経
済
の
発
展
を
支
え
る

内
在
的
要
因
と
外
在
的
要
因
が
あ
る
と
仮
定
す
る
な
ら
、
エ
レ
ン
ホ
ト
と

満
州
里
の
両
市
は
外
在
的
要
因
を
担
う
重
要
な
経
済
地
点
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

と
り
わ
け
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
も

つ
地
理
的
条
件
、
つ
ま
り
内
陸
地

区
と
い
う
制
約
を
考
慮
す
る
と
、
外
国
と
直
接
接
し
て
い
る
と
い
う
環
境

は
、
制
約
を
有
利
な
方
向
に
転
換
さ
せ
る
経
済
的
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ

と
が
了
解

で
き
る
。

改
革

・
開
放
政
策
が
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
を
含
め
て
内
陸
地
区
と
沿
海
地
区
と
の
格
差
が
大
き
な
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
な
問
題
と
し
て
惹
起
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
二
〇
〇

〇
年
か
ら
西
部
大
開
発
が
真
剣
に
提
議
さ
れ
た
。
内
陸
に
位
置
す
る
内
モ

ン
ゴ
ル
の
経
済
を
考
察
す
る
場
合
、
や
は
り
中
国
政
府
が
重
視
す
る
西
部

開
発
政
策
の
イ
ン
パ
ク
ト
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
国
内

の
制
限
緩
和
を
目
指
す
W
T
O

(世
界
貿
易
機
構
)
加
盟
後
の
動
向
も
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
海
外
と
の
接
点
に
あ
る
辺
境
貿
易
を

考
察
す
る
と
き
に
、
中
国
の
新
し
い
動
き
で
あ

る

「走
出
去
」
(海
外
進

出
)
の
方
針
も
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
ち
な
が
ら
、
ま
ず
実
態
面
の
調
査
を
進
め
る

た
め
に
、
二
〇
〇
三
年
三
月
末
に
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
省
都
で
あ
る
フ

フ
ホ
ト
を
訪
問
し
た
。
こ
こ
で
は
一
般
的
な
経
済
的
考
察
を
行
っ
た
。
第

二
段
階
と
し
て
辺
境
貿
易
の
重
要
な
地
点
で
あ
る
エ
レ
ン
ホ
ト
を
二
〇
〇

三
年
八
月
に
訪
問
し
、
実
地
の
調
査
を
行
っ
た
。

本
調
査
は
エ
レ
ン
ホ
ト
の
現
地
調
査
報
告
で
あ
り
、
最
終
論
文
作
成
の

前
段
階
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
あ
く
ま
で
事
実
関
係
の
把
握
と
実
態
の
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考
察

に
と
ど

め
た
。

エ
レ
ン
ホ
ト
の
概
況

エ
レ
ン
ホ
ト
市

は
内

モ

ン
ゴ

ル
自

治
区

の
北
部

に
位

置

し
、
中

国

の
な

か

で
も

モ
ン
ゴ

ル
国
と

鉄
道

で
接

す

る
唯

一
の
開

放
都

市

で
あ

る

(本

書

二
頁

「内

モ

ン
ゴ

ル
自

治

区
行

政

区
分

図
」
参

照

)。

エ
レ

ン
ホ
ト

に
行

く

に
は
二

つ
の
手
段

が
あ

る
。

ひ
と

つ
は
鉄
道

で
あ

る
。
鉄
道

は
国
内

鉄
道

と
国
際

鉄
道

の
二

つ
の
路
線

が
あ

る
。
内

モ

ン
ゴ

ル

の
集
寧

と

エ
レ

ン
ホ

ト

を
結

ぶ
国
内

路
線

と

北
京

か
ら

エ
レ

ン
ホ

ト
を
通

っ
て
、

モ

ン
ゴ

ル

の

首
都

で
あ

る
ウ

ラ

ン
バ
ー

ト

ル
、

さ
ら

に

モ

ス
ク

ワ
に
続

く
国

際
列

車

で

あ

る
。

国
際
列

車

の
開

通

は
早

く
、

一
九

五
六

年

一
月

で
あ

る
。

あ
と

ひ
と

つ
の
交

通

手

段

は
幹
線

道
路

で
あ

る
。

三
方

か

ら

エ
レ

ン
ホ

ト

に
行

く

こ
と
が

で
き

る
。

フ

フ
ホ
ト

、
集
寧

、

そ
し

て

エ
レ

ン
ホ
ト
市

も
属

し

て
い
る

シ
リ

ン

ゴ

ル

(錫
林

郭
勒

)

盟

の
行

政

の
中
心

都
市

で
あ

る
シ
リ

ン
ホ
ト

(錫

林

浩

特

)

の
三

つ
の
都
市

か

ら

で
あ
る
。

い
ず

れ

の

場
合

も

エ
レ

ン
ホ
ト
手

前

の
サ
イ

ハ
ン
タ

ラ

(饗
漢

塔
拉

11
蘇

尼
特
右

旗

)

を
通
過

し
な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

今

回

の
現
地

調
査

で

は
、

私

は
ま
ず

北
京

か
ら

シ
リ

ン
ホ
ト

へ
飛
行
機

で
飛

ん
だ
。

一
時
間

で
あ

る
。

一
泊

し
た

あ
と
、

翌

日
朝

早

く

シ
リ

ン
ホ

ト

を
乗

用
車

で
出
発

し

た

。

シ
リ

ン
ホ
ト
ー

シ

ン
ポ

ト

(新
浩

特

H
阿

巴

嘆
旗

)ー

マ
ン
ツ
ゥ
ラ

ト

(満

都
拉

図

11
蘇

尼
特
左

旗

)ー

サ

イ

ハ
ン
タ
ラ

(餐
漢

塔
拉

11
蘇

尼
特

右

旗

)ー

エ
レ

ン
ホ
ト

の
ル
ー

ト

で
あ

る
。

見
渡

す

か
ぎ

り

の
草

原

を
走
行

し

た
。
何

よ
り
も
紺
碧

に
浮

か

ぶ
雲

の

形
状

が
印
象
的

で
あ

る
。

地

平
線

の
端

ま

で
続

く
大
空

に
白

い
ペ

ン
キ
を

エレンホ ト近辺の交通図

注 「旗」は内モンゴル自治区内の行政単位を示す。
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大

胆

に
書

き

な
ぶ

る
か

の
ご

と
く

、

さ
ま
ざ

ま

の
形

を
変

え

て
雲

が
通

り

過

ぎ

て
い
く
。
「雲

は
天
才

で
あ

る

」
と

い
う
言
葉

あ

る
が
、
い

つ
ま

で
も

連

な

る
草

原

を
下

に
、
流
れ
行

く

雲

を
上

に
描

い
た

カ

ン
バ

ス
を
車
窓

の

前

面

に
見

な

が
ら
、
六

時
間
強

の

車

の
旅

が
続

く
。
道

路

は
省
級

一
級

の

幹

線

路

で
あ

る
が
、

ま
だ
ま

だ
舗

装

が
整

備

さ

れ

て

い
な

い
。

エ
レ

ン
ホ
ト
市

を
訪

問

し
た

と

き

は
夏

で
あ

る
が
、

気
候

は
さ
わ

や
か

で
あ

る
。

た

だ
、

日
中

の
温
度

差

は
大

き
く

、
夜

で
は
や

や
寒

い
ぐ

ら

い

で
あ

る
。

町
並

み
は
、

ア

メ
リ

カ

西
部

に

で
き
た

町

の
よ
う

な
感

じ

で
、

市

内

の
道

幅

は
広

く
、
車

の
数

も
多

く

な

い
。
高

層

ビ

ル
は

ほ
と

ん

ど
な

内モンゴルの草原

地平線につながる国道の空の青と草原の緑のコン トラス ト

く
、

の
ど

か
な
草

原

の
町

と

い

っ
た
風
情

が

あ

る
。

市
区

の
人

口
は
約

一
〇

万
人

で
、
内

訳

は
市

の
戸
籍

を
持

っ
て

い
る
人

は

二
万

人

、
常

駐
者

は
五

万
人
、

季
節
的

な
流

動

人

口
は

三
万

人
と

い
わ

れ

て

い
る
。
民
族

は
漢

民
族

の
ほ
か
、

モ
ン
ゴ

ル
族

、
満
州

族
、
朝

鮮

族
、

回
族
、

ダ

フ
ー

ル
、

オ

ロ
ン
チ

ョ
ン
、

エ
ヴ

ェ

ン
キ
、

莞
族

な

ど

が
住

ん

で

い
る
。
面

積

は

一
六
平

方

キ

ロ
メ
ー
ト

ル

で
、

行
政

的

に

は

シ
リ

ン
ゴ

ル

(錫

林
郭

勒

)
盟

に
属

し

て

い
る
。

そ

も
そ

も

エ
レ

ン
ホ
ト
と

は
ど
ん

な
意
味

な

の
か
。
「
二
連
浩
特

」
と

は

モ
ン
ゴ

ル
語

の
漢
字

読

み

で
あ
り
、
「
二
連
」
の

モ

ン
ゴ

ル
語

発
音

が

「
エ

エ レンホ ト市内の風景 道は広いが車は少ない

レ

ン
」
で
あ

る
。
市

の
郊
外

に
あ

る

エ
レ

ン
タ
プ

ス
ノ
ー

ル
と

い
わ
れ

る
塩
湖

(中

国
語

で

二
連

塩

池

と
称

し

て

い

る
。
タ
プ

ス
と

は
塩
、
ノ
ー

ル
と

は
湖

と

の
こ
と
)
の

モ

ン
ゴ

ル
語

か
ら
来

て

い
る
。
エ
レ

ン
と

は
ゴ

ビ
砂
漠

が
織

り
成

す

さ
ま

ざ

ま
な

幻
影

的

な

景
色

を
描

写

し

た
表

現

で
、
蟹

気
楼

の
よ
う
な

と

い

っ
た
感

じ

で
あ
る
。
「浩
特

」

(
モ

ン
ゴ

ル
語

で
ホ
ト
)

と

は
町

と

い
う
意

味

で
あ

る
。

一
九
八

五
年

一
月

に

エ
レ

ン
ホ
ト

は
内

モ

ン
ゴ

ル
政
府

に

よ
り
批
准

さ

れ
準

都

市

と
な

り
、
そ

の
年

の
六

月

に
国

務

院

は

一
級

開
放

都
市

と

し

て
承

認

し

た
。
さ

ら

に
八
六

年

三
月

に
内

モ

ン
ゴ

ル
自
治

区
内

の
計
画

単
列

都
市

(省

都

フ

フ
ホ
ト
と

い

っ
た
都
市

と

同
等

の
権

限

を
付
与

)
に

指
定

さ

れ
、
九

二
年
七

月

に
は
国

務
院

が
承
認

し
た
全

国

で

=

二
の
辺
境
開

放
都

市

の
ひ
と

つ
に
指

名

さ
れ

た
。
内

モ

ン
ゴ

ル
自

治
区

で
は
満

州
里

も
指

定

さ

れ
た
。
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ミー ンウー ド市へ

駅

モ ン ゴ ル 領
゜H内
・H・H ・H・H ・H.N '、

。国 境 税 関 〔 コ

垂
ピ げ ヤハエ ♂'

撃 境界碑

〔 コ 国門

北環路 王

壬

⑧
前

進

友 王

誼 ・
工

⑭
路 路 垂

エレンホト欄 ＼
垂

北彊街 、

党市委員会連 噸
b
団
結
圭

] エ レンホ ト新華街o
ぎ 路 [錫林街
/

饗漢街

王

王

/
王

王
恐龍博物館 壬

王
⑭ 王

工

南環路 一

 

西
環
路

I
I

H
,
ン
ホ
ト

の
交
通
網

⑭ 主要商品交易市場

ゆH・ト 国境

エレンホト市中心部の概略図

 

エ
レ

ン
ホ
ト
市

が
辺
境

開

放

都
市

に
指

定

さ
れ

た
有
利

な
条

件

は
、
言

う
ま

で
も
な

く

モ

ン
ゴ

ル
国
と

接

し
、
交

易

の
基
点

だ

か
ら

で
あ

る
。

そ

れ
を
保

証
し

て

い
る

の

は
交

通

機
関

の
発

展

で
あ

る
。
前
述

し
た
と

お

り
、

エ
レ

ン
ホ
ト

は
国
際
列

車

の
乗

り
継
ぎ

の
窓

口
と

な

っ
て

い
る
。
北

京

か

ら

モ
ス
ク

ワ
行

き

の
国
際

鉄
道

は

ニ

ル
ー
ト

あ
り

、

ひ
と

つ
は

エ
レ

ン
ホ

ト
経
由

、
あ

と
ひ
と

つ
は

満
州

里
経

由

で
あ

る
。

エ
レ

ン
ホ

ト
周

り

の
ほ

う

が

一

一
四
〇

キ

ロ
メ

ー

ト

ル
も
短

縮

さ
れ

る
。

エ
レ

ン
ホ

ト
を
経
由

す

る
北

京
発

の
国
際

列
車

は
、

モ

ス
ク

ワ
行

き

が

毎

週
水
曜

日

に
、
ウ

ラ

ン

バ
ー
ト

ル
行

き
が
毎

週
土

曜

日

に
発

車

す
る
。

エ
レ

ン
ホ

ト
経
由

の
重

要
性

は
、

エ
レ
ン
ホ

ト
か

ら
伸
び

る
鉄

道

(京

包

線

)

は
、
天

津
港

に
連
結

し

て
お
り
、

日
本

、

韓
国

、
東

南

ア
ジ

ア
諸

国

が

モ

ン
ゴ

ル
、

ロ
シ
ア
と
通
商

す

る
場

合

の
基

本
的

な
物
流

の

ル
ー
ト

と
な

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

ま
た

、
海

と
接

し

て
い
な

い

モ
ン
ゴ

ル
に

と

っ
て
も
中
国

、

ロ
シ
ア
以
外

の
諸
外

国

と
交

易

を
行

う
際

の
機
軸

ル
ー

ト
と

な

っ
て
い
る
。

特

に
近
年

、

日
本

は

モ
ン
ゴ

ル
、

ロ
シ
ア
と

の
貿

易

を
強

め

て
お
り

、

天
津
港

に
陸
揚
げ

し
、
エ
レ

ン
ホ
ト
経

由

で

の
交

易

量

は
増
加

し

て

い
る
。

他
方

、

中
国

国
内

の
企
業

の
対

モ

ン
ゴ

ル
、

ロ
シ

ア

の
交
易

も
拡

大

し

て

お
り
、

国
際

鉄
道

と

は
別

に
集

寧

を
基
点

と

す

る
中
国

国
内

の
鉄

道
路

線

の
拡

充

が
進

ん

で

い
る
。

エ

レ
ン
ホ
ト

か

ら
集
寧

へ
、

集
寧

か

ら
東

の

方

向

へ
は
北

京

、
天
津

と
渤

海
湾

地
区

に

つ
な

が

り
、
西

の
方

向

は

フ

フ

ホ
ト

、
包

頭
、
南

の
方

向

に
は
大

同

を
経
由

し

て
山

西
省

の
石

炭
地

区

と

連

結

し

て

い
る
。

中
蒙

両

国

の
国
境

を
ま

た
ぐ
鉄

道
線

路

の
上

に
榿
色

の
大
き

な

レ

ン
ガ

作

り

の
門

が
あ

り
、
「国

門
」
と

い
わ

れ

て

い
る
。

一
九

八

四
年

九
月

三
〇

日

に
完

成

し
、
国
境

線

か
ら
中

国
領

内

に

一
〇

六

・五

メ
ー

ト

ル
離

れ
た

と

こ
ろ

に
位
置

し

て

い
る
。
真

ん
中

が
空

洞

で
列
車

が
通

っ
て

い
く
。

門

の

高

さ

は

=
二
・五

メ
ー

ト

ル
、
線

路

を

ま
た

い
だ

長

さ
は

一
五

・
五

メ
ー
ト

ル
、
幅

四

・
五

メ
ー
ト

ル

の
凱
旋

門

の
よ
う
な

巨
大

な
建

物

で
あ

る
。
門

の

上

に
は

モ

ン
ゴ

ル
側

に
向

か

っ
て
、
大

き
な
赤

い
字

で

「中

華

人
民
共

和

国

」
と

書

か
れ

た
横
長

の
プ

レ
ー

ト
が
張

ら

れ

て

い
る
。

レ

ン
ガ

の
壁

の

傷

み

が

ひ
ど
く

な

っ
た

の
で
、

新

し

い
近

代
的

な
建

物

が
近

く
建

て
ら
れ

る

こ
と

に

な

っ
て

い
る
。
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国
門

か

ら

モ

ン
ゴ

ル
国
境

に
向

か

っ
て
少

し
歩

く

と
、

国
境

を
示

す
境

界

碑

が
立

っ
て

い
る
。

漢
字

と

モ

ン
ゴ

ル
文

字

で
書

か
れ

て
い
る
。

碑

の

向

こ
う

は

モ

ン
ゴ

ル
の
町
、
ザ

ミ

ー

ン
ウ
ー
ド

(曽
巨

9
≦
8
α
、
孔

門
烏

徳

)
の
建
物

が
遠
望

で
き

る
。
国
門

の
周

囲

は
見

渡

す
限

り
緑

の
草
原

で
、

と

こ
ろ
ど

こ
ろ

に

モ

ン
ゴ

ル
族

の
移

動

の
家

で
あ

る
パ
オ

が
見

え

る
。

国
門

、

特

に
境

界
碑

は
観

光

の
名

所
と

な

っ
て

お
り
、

エ
レ

ン
ホ
ト
市

内

一
日
遊

覧

の

コ
ー

ス
に

も
入

っ
て

い
る
。

国
境

碑

と

い
う
も

の
は
、
単

純

に
勝
手

に
建

設

で
き

る
も

の
で

は
な
く
、

中
央

政
府

の
批
准

と

国
境

を

接

す

る
相

手

側

の
国

の
同
意

も
必

要

と

の

こ
と

で
あ

る
。

エ
レ

ン
ホ
ト

の

るえ見とり

門

き

国

っ

た

轍

見

力

ら

字

か

文

困

研

Y
f

,

ン

国

モ

和共民人華仲

国
境

碑

は
以
前

は

三
五
七

号
碑

と

い
わ

れ
、
中

国

で
は
珍

し
く

二

つ
の
碑

が
対

に

な

っ
て
建

て
ら

れ
た
。

警
備

の
兵
士

が
二
人
立

っ
て
お
り
、

碑

の

向

こ
う
側

、
つ
ま
り

モ
ン
ゴ

ル
側

に
歩

い
て

い

こ
う

と
す

る
と
注

意

し
た

。

中
国

の

エ
レ

ン
ホ

ト
と

モ
ン
ゴ

ル

の
ザ

ミ
ー

ン
ウ
ー

ド
市

の
国
境

に
立

つ

三
五

七
号

碑

は
、
大

き

く
立

て
替

え
ら

れ

て
八

一
五

号
碑

と
改

名

さ
れ
生

ま

れ
替

わ

っ
た
。

三

経
済
建
設

エ
レ
ン
ホ
ト
の
経
済
発
展
は
、

一
九
九
二
年
に
辺
境
開
放
都
市
に
指
定

%カなつに

門

領

国

ル

た

ゴ

見

ン

ら

モ

か

が

側

側

国

う

中

こ向Sト一ゲ

図

る

成

い

完

て

の

れ

門

わ

国

な

い

こ

し

お

新

が

の

事

中

工

設

下

建

目
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るえ

士

見

兵

が

の

門

軍

国

y中

側

つ

ル

立

ゴ

に

ン

路

モ

鉄

に

た

く

れ

遠

ま

、

挟

領

に

ル

碑

ゴ

境

ン

国

モが奥

さ
れ

て
か

ら
と

い
わ
れ

て

い
る
。

エ
レ

ン
ホ

ト
市

に
見

ら

れ

る
よ

う

に
、

こ

の

一
〇

年
間

に

お
け

る
内

モ

ン
ゴ

ル
の
辺
境

貿

易

の
伸
張

は
、
内

モ

ン

ゴ

ル
経

済

の
進

展
と
連

動

し

て

い
る
。

そ
れ

は
内

モ
ン
ゴ

ル
を
含

め
た
国

内

の
市

場
経

済

が
拡

大

す

る

に

つ
れ

て
、
辺

境

貿

易

に
従
事

す

る
商

人

、

企

業

の
数

が
増

え
た

こ
と

、
貿

易

の
形
態

が
多

様
化

し
た

こ
と
、
中

国
国

内

の
産

品

が
数

量
、
品

数

と

も
増
加

し

た

こ
と
が
指

摘

で
き

る
。

ち
な

み

に

エ
レ

ン
ホ
ト

の

一
人

当

た

り
年
可

処
分

収

入

は

一
万

元

を
超

え

た
。

エ

レ
ン
ホ
ト

の
経
済

発

展

は
、

モ
ン
ゴ

ル
に
接

す

る

"
口
岸

都
市

"

と

い
う
特

色

を
持

っ
て
い

る

が
ゆ
え

に
、
辺

境
貿

易

、
観

光
貿

易
、
加

工
貿

エレンホトの経済規模

2002年 2003年

貨物取扱い量 421万 トン 500万 トン

GDP 6億 元 8億 元

財政収入 1.1億元 1.3億 元

関税収入 5億 元 6億 元

貿易総額 7.4億 ドル 8億 ドル以上

出入国人口 のべ76.5万 人 のべ90万 人

注2003年 は予想値である。

 

易
の
三
つ
が
支
柱
産
業
と
し
て
存
在
す
る
。
エ
レ
ン
ホ
ト
の
経
済
関
係
部

門
の
人
々
は
、
自
ら
を

「国
際
口
岸
商
貿
旅
遊
城
市
」
を
称
し
て
い
る
が
、

三
つ
の
支
柱
産
業
が
そ
の
な
か
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

辺
境
貿
易
が
エ
レ
ン
ホ
ト
の
経
済
発
展
の
中
核
で
あ
る
の
で
、
貿
易
、

通
商
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
が
近
年
強
化
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
か

ら
三
年
間
の
基
本
建
設
投
資
額
は
一
〇
億
元
に
上
る
。
関
係
経
済
部
門
の

話
で
は
、
二
〇
〇
二
年
は
じ
め
に
国
家
統
計
局
が
行

っ
た
中
国
全
土
の
百

の
県
レ
ベ
ル
経
済
総
合
指
数
に
よ
る
と
、
エ
レ
ン
ホ
ト
は
六
四
位
、発
展
活

力
は
二
六
位
、
発
展
の
潜
在
力
は
一
位
と
言
わ
れ
て
い
る
。

主
な
経
済
数
字
は
右
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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今
後

の

エ
レ
ン
ホ
ト

の
経
済

発

展

を

考

え

る
と
き
、

発
展

に
寄
与

す

る

よ

い
条

件

が
整

っ
て

い
る
と
思

わ

れ

る
。
政

策
的

に
は
W

T
O
加

盟

の
イ

ン
パ
ク
ト
、

よ
り

い

っ
そ
う

の
国

内

市

場

の
拡
大

と
外

国
と

の
交

易
が
重

要

に
な

っ
て
く

る
。

西
部

大
開

発

政

策

の
進

展
、

内

モ

ン
ゴ
ル
自
治

区

の

一
層

の
対
外

開
放
政

策

の
推
進

な

ど
も

大
き

な
影

響

を
与
え

て

い
る
。
特

に
胡
錦

涛
主

席

の

モ
ン
ゴ

ル
訪

問

は
中
蒙

関

係

の
発
展

に
有
益

で
あ

る

の

み

な
ら
ず
、

辺
境
貿

易

の
活
性

化

に
プ

ラ

ス

で
あ

っ
た
。

二
〇
〇

三
年

と
〇

四
年

の
二
年

間

に
三
〇

億
元

を
投
資

し

て
、
主

に
次

の
よ
う

な
工
事

を

行

う

こ
と

に
な

っ
て

い
る
。

鉄

道

の
貨
物

駅

の
拡

張

、

道
路

の
整
備

建
設

で
は
、

二
〇
八

国

道

〔
サ
イ

ハ
ン
タ
ラ

(賓

漢
塔

拉

"

蘇

尼
特

右

旗
)
ー

エ
レ

ン
ホ

ト

の

ル
ー

ト

〕
、

エ
レ

ン
ホ

ト
ー

ザ

ミ

ー

ン

ウ

ー
ド
間

の
道
路

、
都
市

環

状
道

路

、

こ
の
よ

う
な
交

通
網

の
拡
充

以
外

に
変

電
所

、
送
電

所
、
電

線

網
、

汚

水
処

理

場
、

鉄
道

沿
線

の
グ

リ
ー

ン

道

路
、

防
風

林
、

国

門

の
新
設

、

総

合

病
院

、
高

等
学

校

、
市

の
広

場

、

新

旧
市
街

の
連
携

工
事

な

ど
が
あ

る
。

ま
た

、

二
〇
〇

五
年

に

は
貨

物
取

り

扱

い
量

を

一
二
〇
〇

万

ト

ン
に
す

る

こ
と

を
目

標

に
し

て

い
る
。

四

辺
境
貿
易
の
概
要

エ
レ

ン
ホ
ト
市
内

か
ら
前

進
路

(
二
〇
八

号
路

)

に
そ

っ
て
北

に
行

く

と
、

国
境

の
出

入
国
検

査

の
大

き

な
建
物

が
見

え

て
く
る
。

ち

ょ
う
ど

鉄

道

を

ま
た
ぐ

国
門

の
西
側

に
位
置

す

る
。

総

工
費

五
六

〇
〇

万
元

を

か
け

て
作

ら
れ
、
面

積

は
三

四
・
三
平

方

メ
ー

ト

ル

で
あ

る
。
設
計

で
は
荷

物

呑

吐

量

は

二
四
〇
万

ト

ン
、

の
べ
三
〇

〇

万
人

の
出

入

国
が
可

能

で
あ

る
。

そ

の
建

物

の
中

は
、

中

国
各
地

の
国

際

空

港

の
機
能

と

同

じ

よ
う

に
、

旅

客

の
出

入
国
検
査

、
税

関
検
査

、

動
植
物

検

疫

、
貨
物

の
通
関

検
査

場

な

ど

の
検
査

機
関

と

レ

ス
ト

ラ

ン
、

免
税
店

、

待
合

室

な

ど
が
あ

る
。

出

入

国

の
検
査
窓

口
は
、

入
国

、
出
国

そ

れ
ぞ

れ
四

つ
、

合
計

八

つ
の
窓

口

が
あ

る
。

ま
た
、
旅

客

と
貨
物

は
別

々

に
取

り
扱

わ

れ
る
。

建
物

の
北

口
は

モ
ン
ゴ

ル
国

の
辺

境
検

査
場

に
接

し

て
お
り
、

南

口

は

二
〇

八
号
路

に
連

な

っ
て
い
る
。

モ

ン
ゴ

ル
か
ら
来

た
商
人

は
、

エ
レ

ン

ホ
ト

で
買

い
付

け
た
商

品
を

こ
こ

の
検
査

場

に
運

び
、

通
関

の
手

続

き
を

し
た

あ
と
、

今
度

は

モ

ン
ゴ

ル
側

の
通
関

所

に
持

っ
て

い
く

の
で
あ

る
。

辺

境
貿

易

に
従
事

す

る
中

蒙
両

国

の
商

人

に
は
、

通
関

を
簡

便

に
出

入
り

で
き

る
許
可

書

が
発
給

さ

れ
て

い
る
。

現
在

エ
レ
ン
ホ
ト

で
は
辺
境

貿

易

は
二

つ
の
方

式

で
行

わ

れ

て
い
る
。

主

に

モ
ン
ゴ

ル

へ
の
輸

出

は

「辺

民
互
市

方
式

」

と

い
う
も

の

で
、

モ

ン

ゴ

ル
人

の
国
境
貿

易

に
従
事

す

る
商

人

が
、

観
光

ビ

ザ

で

エ
レ

ン
ホ
ト

に

入
り

、
中

国

の
商

品

を
購

入
し

て

い
く

方
式

で
あ

る
。
購

入
す

る
産

品

は

跳努
騨
講瑚

ト
モ
ホンレH

のルゴンモに1一レプ一力
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食
料

油
、

野
菜

、
果
物

な

ど

の
農
産

物
、

衣
料

服
装

、
靴

、
帽

子
、

日
用

品

な
ど

の
紡

織

・
軽

工
業

品
、
建

築

材
料

、
電

気
通
信

、

パ

ソ

コ
ン
な

ど

で
あ
る
。

モ

ン
ゴ

ル
か

ら

の
輸

出

は

「小
額

貿
易

方
式

」
と

い
う

や
り
方

が

と

ら

れ
、

辺
境
貿

易

に
従
事

す

る
許

可
証

を

も

っ
た
企
業

が
、
中

国

国
内

の
市

場

ニ
ー
ズ

に
あ

っ
た
商

品

を
買

い
付

け

る
。

こ
れ

は
バ
ー

タ
ー
貿

易

の
形

態

に
近

い
。

金
属

廃
材

、

木

材

、
化

学

品
、

肥
料
、

鋼
材

な
ど

を

モ

ン
ゴ

ル
、

ロ
シ
ア
か

ら
購

入

し

て
、

電
気

製

品
、
建

材
、
内

装
材

料

な
ど

を
輸

出
す

る
。

国境税関ビル内の光景

多くのモンゴル人が出国手続をしている

エ
レ
ン
ホ
ト

市
内

に
は
延

べ
面

積

四
万
平

方

メ
ー
ト

ル
の
中

蒙
商

品
交

易

市
場

が
数

か
所
あ

り
、

中
国

人
と

モ
ン
ゴ

ル
人

が

入

り
交
ざ

っ
て
商
売

を

し

て

い
る
。
店

舗

は

二
六

〇

〇

件

あ

る

と

い
わ

れ

て

い

る
。

日

用

品
、

衣

類
、

軽

工
業

品

を
中

心

に
ほ
と

ん
ど

あ

ら
ゆ

る
品
物

が
売

ら
れ

て

い
る
。

エ
レ

ン
ホ
ト

と
満

州
里

を
合

わ

せ
た
内

モ

ン
ゴ

ル
の

辺

境
貿

易

の
総
額

は
、
少

し
統

計

が
古

い
が

、

二
〇
〇

〇

年

一
六

・
七

二
億

ド

ル

で
あ

り
、
内

モ

ン
ゴ

ル

の
貿

易

全

体

の
六

三

・七

%

を
占

め

て

い
る
。
辺
境

貿

易

の
金

額

で

は
中

国
側

の
輸

入

が
八

三

%
を
占

め

て

い
る

の
が
特

色

で
あ
る
。

モ

ン
ゴ

ル
、

ロ
シ

ア
か
ら

の
品
物

は
金

額

の
よ

う
な
大

き

な
素
材

、
原

材
料

が
多

い
か
ら

で
あ

る
。

エ
レ

ン
ホ
ト
市

の
二
〇

〇

三
年

一
月

-
七
月

の
貿

易

は
以
下

の
と

お

り

で
あ

る
。

ω

輸

出

・
輸
出

入
総
額

"
二

二

一
八
億

ド

ル

(前

年

同
期
比

二
四

・八

%
増

)

う

ち
輸
出

"
○

・
四
六

二
九

億

ド

ル

(
一
四

・
○

%
減

)

輸

入

"
一
・
六

五
五

一
億

ド

ル

(
四

二
・
八

%
増

)

輸
出

が
減

少

し
た
原

因

は
輸

出
企

業

の
代

理

所
得
税

の
徴
収

を
強

化

し

た
か

ら

で
、
代

理
手

続
費

で
事

業

を
立

て
て

い
る
企
業

に
は
打
撃

で
あ
る

と

い
わ

れ

て

い
る
。

・
輸
出

商
品

の
八
割

近

く
を
占

め
る

の
は
、

建
材

、
農

副
産

品

、
電

機

製
品

。
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建

材

の
主

な
製

品

の
内

訳

"
セ

メ

ン
ト
、
床

に
敷

く
皮
革

、

天
井
板

、

床

レ

ン
ガ

(
こ

の
四
品

目

で
輸
出

の
三
三

・六

%
を

占

め
る
)

農

副
産

品

の
内

訳

"
野
菜

、

食

品

、
小
麦
粉

、
果
物

(
こ
の
四
品

目

で
輸

出

の
二

一
・
八

%
を
占

め

る
V

・
最
近

の
特
色

は
電

機

製

品

の
増

加

で
あ

る
。

二
〇

〇
三
年

一
月

-
七

月

n
六

八

三
四
台

、
三

八

一
万

ド

ル

(前

年

同
期

比

二

二
二

%
増

)

主
な
製

品

の
内

訳

"
冷
蔵

庫

、

工
作

機
械

、

ク

レ
ー

ン
、
鉄

道
敷

設

機

器
、
羊

毛

分
離

機

器
、

レ
ン
ガ
製
造
機

、
製

麺
機

な

ど
。

備旭れ誌mio

店
勃
鏑
破
醐
判
賜
渤
聾鰺

魁帽附蔽

・
>>10
0

万
ド

ル
を
超

え
た
電

機
製

品
輸

出
企

業

"
運
通

公
司

(辺
境

貿
易

の
輸
出

の
二
六

・七

%
を
占

め

る
)
、
万

利
公

司

(二

二
・
○

%
)
、

宏

利
公

司

(
二
0

.
1
%
)
。

②

輸

入

・
輸

入
製

品

の
九
割

を
占

め

る

の
は
、
銅

鉱
粉

、
原

木

、
畜
産

品
、

塩

化

カ
リ
ウ

ム

で
あ
る
。

・
1
0
0

0
万

ド

ル
を
超

え
た

輸

入
企
業

　
宏

基

公
司

(輸

入

の

一
九

・

三

%
を
占

め

る
)
、
北

方
公

司

(
一
四

二

%
)
、
合
作

公
司

(七

・六

%
)
、

福
運

公
司

(六

・
二
%
)
、

泰
達

公

司

(六

・
二
%
)
。
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口
つ
入
と
の
ひ

」

の
城
場
貿
市
商
易
烏
交
義
品
ト
商
ホ
蒙

ン

中
レ吐

辺
境

貿
易

で
は
商

品

の
売

買

の
み
な

ら
ず
、

労
働

者

の
派
遣

も
行

っ
て

い
る
。

二
〇

〇

三
年

一
月

1
七
月

ま

で

に

エ
レ

ン
ホ
ト
市

と

モ

ン
ゴ

ル
、

ロ
シ
ア
と

で
労
務

派
遣

契

約

が
九
件

行

わ
れ
た

。
主

に
土
木

建

築

工
程

三

件

、
そ

の
他

は
住
宅

建

設

、
ス
テ

ン
レ

ス
窓
加

工

、
モ
ン
ゴ

ル
パ

オ
組

立

、

絨
毯

生
産

、
レ

ン
ガ
製

造

、
野
菜

の
栽
培

、
道
路

敷
設

工
事

な

ど

で
あ

る
。

モ

ン
ゴ

ル
、

極
東

ロ
シ
ア

は
人

口
が
少

な

い
の

で
、

中
国

人
労

働
者

の
派

遣

が
相
当

行

わ

れ

て

い
る
。

ザ
ミ
ー

ン
ウ
ー
ド
の
概
略

エ
レ

ン
ホ
ト

に
対
峙

す

る

モ

ン
ゴ

ル
側

の
辺
境

貿

易
都
市

、

ザ

ミ
ー

ン

ウ

ー
ド
市

に

つ
い

て
簡

単

に
紹
介

す

る
。

ザ

ミ
ー

ン
ウ

ー
ド
市

は

モ

ン
ゴ

ル
に
お

い
て
中

国
側

と

接

す

る
最
大

の
対

外
都
市

で
、

エ
レ
ン
ホ

ト
か

ら

四

.五

キ

ロ
メ
ー

ト

ル

の
所

に
位
置

す

る
。面

積

は

四
八
平
方

キ

ロ
メ
ー

ト

ル
で
人

口
は
約

八

五
〇

〇

人

。

住

民

の
多

く

は

ハ
ル

ハ

・
モ
ン
'h
^
人

(K
r
uk
M
o
n
n
g
o
lia
、
喀

拉
喀

蒙

古
族

)

で
あ

る
。

そ

の
多

く

は
、
貿

易
と
観

光

、

サ
ー
ビ

ス
業

に
従
事

し

て

い
る
。
市
内

は

ロ
シ

ア
風

の
建

物

が
数
多

く

あ
り
、

郊
外

に
は
観
光

用

の

モ
ン
ゴ

ル
パ
オ

の
休

暇
村

も

あ

る
。

モ

ン
ゴ

ル

の
国

会

に
あ

た

る
大

フ

ラ
ル
は
、

二
〇

〇

二
年
春

に

「
モ

ン

ゴ

ル
国

自
由

貿
易

開
発

区

」
案

を
討

議
す

る

こ
と

を
採

択

し
た

。
同

年
六

月

に

モ

ン
ゴ

ル
と

ロ
シ

ア

の
国
境

に
位

置

す

る

ア
ル
タ

ン
プ

ラ

ー

グ
市

(阿

拉
坦

布
拉

格

)
の

「自

由

貿
易

区
権
益

法
」
と
中
蒙

辺
境

の
ザ

ミ
ー

ン

ウ
ー
ド

市

の

「貿

易

・
観
光

・
サ

ー
ビ

ス
開

発

区
権
益

法

」

の
草

案

が
上

程

さ

れ
、
審
議

の
す

え

二
〇

〇

三
年

の
春

に
採
択

さ
れ
た

。

こ
の
法
律

に

よ

っ
て
、
ザ

ミ
ー

ン
ウ
ー

ド
市

は

「自

由
経

済
区

」

を
建

設

す

る

こ
と

が
認

め

ら
れ
、

中

国

の
保

税
区

と
経

済
特

区

の

二

つ
の
機

能

を
も

っ
た
自
由

区

が
誕

生

し
た
。
自

由

区

に
設
立

さ

れ
た
企
業

の
所
得

税

の
減

免
税

、
土

地
費

用

の
削

減
、

通
関

の
簡

略
化

、
外
為

、
金

融

の
簡
素

化

な
ど

が
う

た
わ

れ

て

い
る
。

以
上

を
も

っ
て
、

二
〇

〇

三
年

八
月

に
実
施

し
た

エ
レ
ン
ホ
ト

の
現
地

調
査

報
告

を
終

え

る
。
二
〇
〇

四
年
夏

に
、
内

モ
ン
ゴ

ル
自

由
区

の
も
う

一

つ
の
重
要

な
辺
境

貿

易
都

市
、

満
州

里

に

お

い
て
現
地
調

査

を
行

う
計
画

が
あ

る
。
実

地

調
査

の
あ

と
、

最
終

的

に
内

モ

ン
ゴ

ル
経

済

の
発
展

に
お

け

る
辺
境

貿
易

の
役
割

に

つ
い

て
小

論

を
取

り
ま
と

め

る
予
定

で
あ

る
。

な

お
、
本

報
告

書

は
現

地

で

の
ヒ
ヤ

リ

ン
グ

、
現

地

で
入
手

し

た
資
料

を
も

と

に
作

成

し
た

も

の

で
あ

る
。
エ
レ

ン
ホ
ト
市
党

委

員
会
、
旅
遊

局

、

税
関

(
二
連

海
関

)
等

の
関

係
者

に
心

か
ら

お
礼

申

し
上
げ

る
。
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